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低密度，高剛性率かつ耐衝撃性の発現 
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容 

 

概  要 

 

超臨界 CO2 を利用したナノコンポジット発泡体創成は注目すべき研究分野

である．半結晶性ポリマーの融点より少し低い温度領域でマイクロセル構造か

らナノセル構造への劇的な転移が起こる領域が存在することが見出された． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

新規ナノセル構造体はこれまでのマイクロセル構造体では発現されなかっ

た軽量・高剛性特性が見出されている．平均のセル径は 200 nm，セル数密

度は 5 X 1013 個/cm3 である． 

 

本技術の 

有用性 

ポリ乳酸の例で説明すると，ナノセル構造体は PLA 単体よりも高い剛性率

で，PLA 発泡体と比較して 5 倍以上（23 → 122 J/m）の衝撃強度が発現

している．エラストマーを添加することなくナノセル構造体のみで衝撃強度の

向上がはかれる． 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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適用可能製品 
エンプラ，ゴムの発泡体およびその用途展開が可能な製品 
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